
 

 

 

 

 

 

 

 

本校の学力は ～チャンク化，入力よりも出力を～     柏木 博之 

  

３学期は１年間の学習指導の結果を把握する学期です。複数の学力調査をします。１月１４・１５日に小学５年生と中学１・２年

生対象の“鹿児島学習定着度調査”がありました。次の週には，小学全学年に“ＣＲＴ学力検査”がありました。“鹿児島学習定着

度調査”は，基礎的基本的な学力を把握し，県全体の傾向と比較分析するために行われる調査です。“ＣＲＴ学力検査”は，教える

目標や内容に対してどれだけ達成しているかを把握する検査です。 

 “鹿児島学習定着度調査”の県平均はまだ発表されていませんが，本校の今年の結果は県平均より若干低くなるかもしれません。

私たちの指導の課題をはっきりさせて改善していきます。 

 “ＣＲＴ学力検査”は先週結果が届きました。ある学年の一つの教科以外すべて全国平均得点率を上回っていました。一問一問を

しっかり分析すると３学期中に復習して確実に身に付けさせないといけない内容もあります。授業で復習していきます。（本校は各

学年１・２名で子供が特定されるので，各検査の詳しい結果は公表しません。） 

 学力向上＝授業です。その授業の改善するポイントを「校長だより」で職員に示しました。次のような内容です。 

☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆ 

 「次の数字を３０秒で覚えなさい」 ８５３９７２６４１ 

 このような意味のない数字を暗記するのはなかなか難しい。電話をかけるように，途中にハイフンを入れると，８５３‐９７２‐

６４１ 覚えやすくなる。 

 このように，ものごとを細かく区切ったり，小グループ化したりすることで記憶がしやすくなることを「チャンク化」という。授

業において学習内容をチャンク化することが学力向上に有効だ。 

 小学部で使っている“あかねこ漢字スキル”による漢字指導は，チャンク化されている。例えば，漢字スキルの右ページは新出漢

字のページ。使い方通りにせず，宿題で一気に右ページを全部やらせる。それも，指書きもさせないで。これでは，チャンク化がさ

れない。結果として，覚えにくくなる。基本的な漢字指導は通常，二日に分けて新出漢字の指導を行う。二日に分けるからチャンク

化される。脳の記憶を助ける。 

 英熟語を覚えるときも，まとまりなく覚えていたのでは効率がよくない。「get at」「get out」「get over」「get up」のように“get”

でまとめてみたり，「get at」「arrive at」「look at」「stay at」など“at”でまとめてみたりして，分類することが大切になる。

覚えさせたい対象をていねいに整理整頓してみるとよい。 

 計算間違いなどのケアレスミスで，うっかりテストの点数を下げてしまう子がいる。計算ミスが多い子ほど筆算が乱雑だ。子供が

解き方を考え，自らチャンク化して問題を解いていないといえる。勉強において，知識や情報のチャンク化が重要な作業であること

を覚えておいてほしい。 

 学習内容を記憶するのは脳。脳は入力より出力を重視するようにつくられている。私たちの脳は，情報を何度も入れ込む・学習す

る（＝入力）よりも，その情報を何度も使ってみる・想起（＝出力）することで，長期間安定して情報を保持することができる。出

力の頻度が重要だ〔脳科学者・池谷裕二氏著書参照〕。出力することで，脳が「これはよほど生きるために大切な情報なのだろう。」

と勘違いをする。そして，確実に覚えることができる。 

  “あかねこ漢字スキル”の漢字指導では，「指書き」が出力にあたる。画数を唱えながら行う指書きは，一つの出力である。また，

「空書き」の場面である。これは，教師に見られている状態である。いわば，「テスト」のようなものである。ここでも出力がなさ

れるのである。「変化のある出力」が学習内容を記憶・定着させていく。小学部の理科テストにはプレテストがついている。事前に

これをさせる。そして，間違えた問題のみ，練習させる。ここでも，「自分でのテスト」という形で出力がされる。授業中の音読，

意見を言う，覚えたことを説明する，黒板に書く，といった子供たちの活動も出力と言える。 

☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆ 

 家では，漢字や英単語を覚えるとき，ただ黙々と書くのではなく，「いち，に～い，…」と書き順やスペルを言いながら書く，そ

れを聞いてほめてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「弁当の日」を実施します      柏木 博之 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ５日（木）に立志式が開催されました。皆様のご出席をありがとうございました。 

立志式は１５を迎える早春に行われる行事です。それは，大人の仲間入りとなる昔の「元服」にならっ

ているとも，孔子の論語「吾十有五にして學に志す」に由来するとも言われていいます。今年の対象者は

中学二年の佐藤彪さんと平田典哉さんでした。発表の中で佐藤彪さんは「コミュニケーション力をつける

ために挨拶を自分からしたい。そして今やっている勉強をがんばりたい。」平田さんは「夢をかなえるため

に学校生活を大切にする。」と述べました。来年は島を巣立つ二人です。どうか子供たちの目標が達成され

ますように励ましの言葉をかけていただけるとありがたいです。 

記念講演では，三島村役場定住促進課の大岩根尚さんが「島を背負って未来へはばたけ」をテーマにお

話をしてくださいました。自分の好きなことを探し求めることの大事さや人生にはいろいろな転機があり，

硫黄島にいる今が，今後の人生に大きな意味があると話してくださいました。人生の先輩の話を聴くこと

は若者にとって大きな礎となります。 

 

 

 

  
 ３学期は短い学期ですが，進学・進級に向けて１年間の総ま

とめとなる大事な学期です。また，精神的に大きく成長が期待

できる学期ともいえます。学習内容はもとより学習規律や生活

習慣など，その学年で身に付けるべきことを定着させていま

す。また，授業での取組みはペア活動を取り入れ、児童生徒が

かかわりあいながら学ぶ学習を大切にしています。朝の時間

は，月，木曜日は課題学習に取組み基礎的・基本的な知識・技

能の定着を図ります。火曜日は読書の時間にしており主体的に

本を読む子供の姿が見られます。 

人数が少ない学校のよさはきめ細やかな指導ができること

ですが，課題としては，児童生徒の人数が少ないために発言を

聴く機会や発言の交流が限られて，思考が深まりにくいところ

にあります。学校としては教師が知識を教え込むのではなく，

子供に気づかせ本や資料から考えを深め自分の言葉でまとめ

他者に伝えることを大切にしています。 

 

 

 

２５日（水）に学校保健委員会が開催されまし

た。生活リズムチェック「みしまっこ」，アウトメ

ディアに関する取組の振り返りが行われました。

「みしまっこを見て振り返ってみると，その時の

体や心の様子を思い返すことができました。」「自

分の生活リズムを整えることが改めて大切だとい

うことがわかりました。」という意見が出されまし

た。心と体は一体です。食事や睡眠を大切し規則

正しい生活を送ることで子供たちの，ご家族の人

生はより豊かになるのではないでしょうか。ご出

席ありがとうございました。 

平成２６年度  三島村立 三島小中学校 

 

                                       ２月号 
生活二題： 明るく元気なあいさつをしよう!!   時間を守り，機敏な行動をしよう!! 

  

 

 

 


